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化，都市集中化 ，集団化 ，低年齢化 ，一般家庭の子女の増加， 初犯者の矯加などの傾向は依然として，
変わっていない。また ，数的K減少したのは刑法犯であって ，犯罪予備軍といわれる ぐ犯行為やその他






進学準備較育制育偏重の教育 ，職業教育K対する無理解 ，ー 音[1の学校rζ見られる弛緩した学校経営や学
伎の権威の喪失などが ，最近t'L;1;-ける児童 ・生徒の非行問題の教育的管景として注目しなければならな
いであろう。 (~2 ) 
学校がその教育目標を漆成し ，児童 ・生徒ひ去りひとりの人格のより正常な発達と個性の伸長をはか
るためt'L，生徒指導の霊安性が教育界にないて強〈認識されてきた。生徒指導の意義は少年非行の対策







うo もしも， 学校にお・ける児童 ・生徒の非行対策が ，学校教育の営みの中t'L.t;、いて適切K行左われるな
佐<'3)










リードランダー (Friedlander 1947)は， とれをさらに幼少期の環境との関係Kないて人格に固定され
た反社会的性格に求めた。しかし，その固定度は程度の問題であ!?，広援には，ヒーリー (H回 ly1937;
やラウリ一 (L側 rey1944) ，31 '7パン (Tappan1949)念どの考え方の基礎にあるようκ，環境との関
係 VC i>~いて学習されている非行的傾向一般に用いると とが妥当であるといわれている。(注 4 ) 
ζの研究では，"非行性哨とはヒーリ一等の考えV亡基づいて， r個人の人格のうちK稽む環境との関










b 反社会的集団への所属や非行的文化への接触κよって，反社会的な準拠わ< (Frame of re-
ference)や役割意識などが固定し，規範性の障害〈非行観念の取り入れ〉が人絡の側に条件づけ
られ ，反社会的な態度が形成される非行的文化感応の機知l




















との研究は ，当教育センタ-f'Lj;-ける 「子どもの健全育成のための幼児 ・家庭教育 ，生活指導 ，教育
相談治療に関する第 1i欠3か年研究計画」の一環として昭和39年度に計函されたものであ台，各年次ど
との計画の概要は次のとなbである。








第 3年次の研究計商(昭和41年度) 第 l年次・第2年次の研究κよって確かめた非行性につい





新潟市内の工場地帯で非行多党地域f'LあるA中学校の 3年生 383名(男子213名 ，女子 170名)を調




徒は男子~8名，女子 15 名で ， 前年K比べて男子 1 名減 ， 女子 2 名波，総数で 3 名滅と左っている。
との調査では，非行とは ，rすべての非行行動は ，どのような特定の形態をとろうとも .社会規律の
要求に対する個人の不順応という公分母をもつものであり ，………成人社会生活の挙離した基準に対す
る不適応のー形態である。 j というグリュ y ク夫妻 (Glleck • S.& E.)の定義(注りに基づき ，その
具体的内容の介類としては，全国教育研究所連盟共同研究生活指導班で採用した基準に従tn，現在の社















ζとで用いた教研式適応性診断検査 (DA 1)は次のような検査である。〈注 8) 
① 検査の目的 との検査は ，出走の適応行動を浪1]定・診断ナるのでは左< I適応行動を規定す
るであろうと思われる個人の内部的左構え，す左わち，適応傾向を視1)定・診断し，生徒理解を
いっそう，深めるとともに，生徒の生活指導やカウンセリングに役立つ資料をうるために作成
されている。 DAIとはDiagnost ic Adjus甘rent1 nventoryの頭文字をとったものである。
② 検査の構成 との検査は，次表に示したようκ，適応傾向の七クシヨン (Section)を環境
ヲ言竺:一 部認知傾向C 二 部反応傾向R
適応傾向と個人適応傾向にわけ，さらに，環境
適応傾向を主として ，家庭環境l宅関する家庭適
応傾向 (H: HOIre)と ，主として一般社会，
なIび，学校環境に関する社会適応、傾向 (S: 環 家庭(Home)

















向 (C: C句nition)とは ，個人がとらえている環境や自己白身の現笑の問題K対する見方で
あり ，r二部Jの反応傾向 (R: Response)とは ，との認知傾向κ基づいて ，環境や自己自身
にいかに対応しようとしているかという構えともいうべきものである。
ζ うして ，4つのセク ジョンと「一部J$'よび 「二部Jとの組み合わせκ対して，それぞれ質
問項目が 1S ずつ配介され， 合計 120 項目~よって構成されている。
との調査では ，本年次の研究8的から考えて環境K関するセクションの 「一部J認知傾向と「二部J
反応、傾向に闘する60項目 Kついてのみ検討し，個人K関するセクジョンQ.)60~貫目は除外した。
第 2次調査 第 1 1欠調査K よ る認知傾向と反応傾向の具体的機相を把援するため~ ， 質問紙K よる
調査を 383名に対し実施した。 との質問紙調賀ま全国教育研究所連盟共同研究生活指導法が非
行生徒の意識調査のためK作成したもので，次の質問項目によって構成されている。
l 将来の生き万 (7項目) 2 事?となに対するヨ考え方 (6項目)
3 教師の信用 (6項同) 4 学校κ対する要望 ( 9項目)
5 教師κ対する要望 (9項ヨ) 6 友人間の話題 ( 16項目)
7 生徒間の不満 ( 7項目) 8 青少年非行の原因 ( 8項目)
9 家庭生活の不満 (10項目)
第 3次調査 第 1i次 ・ 5色 2 次調査の内容をさらに具体的~裏付けるために， 2個学級83名〈男4&名，
女35名 ，うち非行生徒 努1Z名 ，女3名〕に対し， 自由題で人世観 ・社会観 ・家庭観 ・非行観
vc関する作文~J;司査を実施した。
第 4次調査 第n欠から第3次までの調査Kよって ，把握した非行生徒の環境V亡対する認知 ・反応
の傾向を ， さらに ， 具体的K知るとと も~ ， その よ うな認知・反応傾向が形成された過程を追
究するために ，1個学級42名(男23名，女19名，うち非行生徒男9名，女 2名)~対し， 個別
K面接調査を実施した。
3 )調査結果の処理
① 教研式遮応性診断検査については ，採点と整理の手びきK従って ，Adスコア(Adjustlrent-
s∞re不適応性傾向得点〉 と Pr スコア (ProbJem ー score 問題性得点)を3事出し ， 男女男Ij~Ad ース
ク Jーレ (Adjustrrent-scale不適正、領向尺度)と prー スクーJレ (Probl611-s回 le問題傾向尺度)
Uてあてはめ ，Ad類型 (C，R ， CR， q)とpr傾向 (U， 1 n ，Ex ， ex ) の分類をした。次~ ， 非行
生徒群と無非行生徒群とにわけて比較し ，認知傾向と反応傾向の差異κついて統計的検定をした。
② 質問紙調査』てついては ， 各質問項目の選択絞どとに ， 男女月IJ~非行生徒群と無非行生徒群~わけ








適応傾向の程度をパーセンタイル(係ile )であらわした。 ζの検査では 7~ile 以下を不適正、傾向の





表 2 (数字は笑数) 表 3 (数字は実数)
誠司 不適応 準適 不応 正 常 計 読哩 不適応 準満 不li 正常 計
N群 7 154 165 N 群 7 20 128 155 
P群 3 8 37 48 P 群 3 3 9 15 
計 . 7 15 191 213 計 10 23 137 170 
x 0= 10.94 Pく 0.01 df=2 x;=696 00ぽく仙 df=2 
ζの調査の結果は上表のようKなるが，男女ともN群とP群の家庭のセクションにむける認知傾向κ
は差がみられる。ナ左わち，男子のP群では自己の家庭に対し不適応 ，準不適正、の認知傾向を有するも
のはI名で全非行生徒の 22.9婦であるのK対し， N群では1名でわずかVC6.7%v亡すぎ左1/)0 久子ではP
群 6名 (400%) ， N群27名(17.4q;)とな って:ld?，手ド行をする生徒の家庭κ対する認知傾向は，非行の
ない生徒のそれK比し， 男女ともκ不良設ものが多く，特κ女子にその傾向が強くみられる。
② 社会 (Suのセクシヨンにおける認知 (0)の傾向
男子生徒の認知傾向 女子生徒の認矧頃向
表 4 (数字は実数) 表 5 ・ (数字は笑数〕
誠司 不適応 準適 不応 正常 計 置空 不適応 準不 正常 言十適一応、
N 群 7 35 123 165 N 群 25 121 155 
P群 8 13 27 48 P群 3 15 
言十 15 48 150 213 12 30 128 170 
」
z;=削 Pく刷 L d向 X20= 784 00ld<002 dM 
との検査の結果はよ表のよ うに ，男女ともN群とP群の社会に対する認知傾向Kは差がみられる。ナ
衣わち，男子P群では自己をと tJ1<社会 (学校・地域社会)VCX"tし，不適応 ・準不適応、の認知傾向を
-6ー
有するものは21名で ，全非行生徒の 43.8'lSVC及んでいるのK対し ，N苦手は42名で 25.5~である。女子で




































自己の家庭vc対ナる認知の状態は ，各項目男IJvcみると男子では ，項目 1， 2 ， 5 ， 11 t 12の5項目に
有志差がみられ ，女子では ，項白 3t 5 ， 1 t 8 ， 9 ，10 ， 1 ， 14の8項目に有意差がみられる。男女
ともK有意差のるる項目は 5t 11の2項目にすぎ乏い。とのととは，同じ非行をする生徒であっても ，
男女の性別によって認知の内容が量的 ，質的にか左り異なっていることを示している。男子では ，親の子
どもの取り扱い方 ，家庭の職業など主として外面的衣項目K不良な認知傾向を有するのK対し ，女子で
は ，親の子氏到する愛情 ，理解 ，人同調係左ど主として家庭の内面的 ，質的なものκ不良な認知傾向を
有ナるものが多い。
-7-
b 社会のセクシ ヨン(S 1 )における認知傾向の差異
表 7












28 世の中は ，つめたい ，信じられないととるだ。
29 クラブ活動や生徒会はつまら左い。
30 異性の友だちは ，私をきらっている。














自己のなかれている社会K対する認知の状態は ，各項目別にみると易手では項目16， 19 ， 21の 3項目K
Vζ有意差がみられるのに対し，女子では項目 16.18.20.21.22，23，28，29，30の9項目に有意差が
みられる。男女ともに有意差があるのは ，項目 16， 21の2項目κすぎない。とのととは ，前述の家庭κ
対する認知傾向と同じように，非行生徒といっても男女の性別によ って認生附容が量的，質的にか左 D
違っているζとを示している。男子では ，主と して教師の生徒Kヌサナる態度K反発を感じているが ，学
佼生活 ，友人関係 ，伎の中友どK対する認知Kついては非行の念い生徒群と変わっていなh。ζれK対














I~沢副不適応急 E 主点 一 一計 誠司 不適応 準滴 不rs 正常
3 1 151 165 N群 4 28 123 155 
P 群 2 14 32 P 群 3 4 15 
計 5 25 183 言十 7 32 131 170 
2 ペ=1954 P<O.OI df=2 X-o= IL93 P<O.OI df=2 
との調査の結果は上表のようになるが，男女ともκN群とP群の社会のセタツヨンKなける反応傾向







表 10 (数字Id実数) 表 11 (数字は実数)
¥群¥別l反応e惇不適応 2i集商 不Lr; 正常 言十 ゐqf不適応 準i商不r;t 正常 言十
N 群 6 32 127 165 N 群 4 35 116 155 
P 群 9 10 29 48 P 群 6 3 E 15 
言十 15 42 156 213 10 38 122 170 










































自己の家庭K対する反応、の状態は ，各項目別Kみると男子では項目 1， 6 ， 8 ， 10 ， 12 ， 13 ， 15 ，の
7項目に有意差がみられるのに対し，女子では項133 ， 4 ， 8 ， 9 ， 10パ2， 13 ， 15 ，の8項目に有意














23 あなたは，集団活動に参力けるととはいやでたま bませんか。 I I※ 
24 ~~えは，近所の人をなるべくさけるようにしていますか。
@ ぁ念たは，友だちにさそわれると，悪いと思うζとでもやってしまいますか。|※※ |※※ 
@ あ念たは，友だちとよくけんかをしますか。 I※※ |※※ 
27 あ左たは，友だちの成功をよろとんであげられますか。 I I※※ 
28 あ~たは，クラスできまったζ とには，自分が反対でも従いますか。 I ※※
29 あ左たは，異性の友だちとでも ，気がるに話ができますか。
30 抗えは，どとか他の土地κ引っ越してしまいたいと思いますか。 I※
























HIのMdnI H2のMdnI SJのMdn I Sz V Mdn ※※ 普通














- 男子 N群 ( 165名)
① 家庭 (H)のセクションκ必ける認知傾向 (HI)と反応傾向 (H2)の相関
表 15 (数字は人数)
孟繋ぎ Mdn以下 Mdn.以とー 言十
Mdn以下 101 20 121 
Mdn与u: 10 a4 H 
計 111 54 165 
世=025 1'02= nゆ2=10ιi 
危険率 U.Ol以下で格闘がある。
- 男子 P群 ( 48名)
表 16
立翠土 MdnらC下Mdn以上 計
Mdn以下 17 5 22 
Mdn.以とー 8 18 26 
言十 25 2a 48 
ゆ=o.as x~= n(t2= 6.91 
危険率 U.Ol-0.025で相関がある。
-11-
- 女子 N群 ( 155名)
表 J7
(数字は人数}
量¥EV認史知 Md!山L下 M由以 とー 計
Mdn以下 87 20 
M血以上 20 28 
計 107 '8 

















② 社会 (S)のセクションにま?ける認知傾向 (SI)と反応傾向(S2)の相関




Mdn以上 22 a5 57 
言十 100 65 165 
世=0.32 l02= nφ2 = 16.90 
危険猿U.Ol以下で相闘がある。
- 女子 N群 ( 155名)
決 21
言認Mdn以下 M旬以上 言十
M曲以下 89 11 
M血以上 3z 2a 
言十 121 a4 
一一
-12ー
- 男子 P群 (48名)
表 20
命事Md地l下 Mdn与L上 計
Mdn以下 20 11 31 
Mdn以上 2 15 17 
計 22 26 H 
。=0.38 X02= nrt 2= 6.91 
危険率 0.01以下で相闘がある。
- 女子 P群 ( 15名)
表 2
命題 Md!らi下 Md!ぬU: 百十
lvl dn以下 z 4 7 
Mdn以上 5 a 8 
計 E 7 15 









応傾向との間κは関連性があるととを示している。すなわち ， 認知傾向κ適応~I::の問題を有するものは ，
反応傾向K も適応上の問題をもっているということができょう。
さらK具体的Vというな らば ・非行をし乏いものには良凶認知傾向と良い反応傾向をもっている ものが




κよって Ad類型κ分類し .非行行動との関係を検討した。Ad類型の分類選樹立手びき番によって ，
C • J:( ，CR類型 (Adスコアが 7% ile以下の不適応型) ，C'.R'.C'J:('型 (Adスコアが7- 30% 
i )eの間にある準不適応型)とq型 {疑問反応、の多いもの) ，をよび.正常裂 (Adスコアが30% il巴
らlJ:のもの)の 3類型とし ，調査対象者を各セクションどとに .非行の有無によって分類すると次表の
ようi'L1i:る。




N 群 5 






40 120 165 
23 20 .8 
6:1 140 213 




















② 社会 (H)のセクション K歩ける認知・反応傾向の適応類型と非行との闘係





間?不通 持E不適応、 正常型 言十応型 陣凝陶 ~セ 不適 準不適応 言十応型 型展開型 正常型
N 群 11 7a 81 165 N 群 10 69 76 155 I 
P群 9 20 19 48 P 群 2 12 
言十 20 9:-J 100 213 計 12 8 ) 







































































~ 不適 応 適応 疑問 計({う思う) (そう思出、) (ともらとおガル)
N 詳 31 (li.時 103 (62.4) 31 (18ι) 165 (100.0 ) 
P 群 16 ( 3.3) 22 (45.8) 10 (20.8) 48 ( 9.9 ) I 





・私の親は.私のすることK念んでも文句をいう。(不適応応答N群 10.99も.P苦手 27.1'70) (男女共通)
・私C親は・私をかわいがって〈れ1.r\t">~.... ( 11 1.9% 11 8.3%) (男女手句通)







山建不適応 適応 疑問 言十(そう思う) (そう割当ない) (どめともいえh少)
N 群 5 ( 3.0 ) 14 0 (84.8) 20 (12.1 ) 165 ( 99.9) 
P 群 7 (14.6 ) 34 (10.8 ) 1 (14ι) 48 ClOO.O) 
計 12 ( 5.6 ) 174ω1.8 ) 21 (12.7 ) 213(100.0) 

























同建不適応 適応 疑問(そう思う) (そう息域い) (どちらとも‘えtj"，)
N 群 24 (15.5) 92 (59.4) 39 (25.2) 
P 群 8 (53.4 ) 4 (26.7 ) 3 (20.0) 
計 32 (J8.8) 96 (56.5 ) 42 (246) 
x~= 13.18 Pくこ0.01 df = 2 
計
155 (100.1) 















ド建不適応 適応 疑問 計(そう思う) (モう忌わない) ~.宅らともしえ市長、)
N 群 1 ( 1.J) 125 (80.6) 19 (l2.3) 155 (100.0) 
P 群 5 (313) 8 (514) 2 (13.3) 1 5(I~OO) 
計 1 G (乱4) 133 (18.2 ) 21 (12.3) 170 ( 9.9) 










となって訟り ，そC ょう1c態度すとる親κ対しては.両群とも強凶反感を示していゐが .P群のほう
に親と子の人問調係の不請を忌わぜる応答が多〈なっている。
・私の親は，私に対してきびしすぎる。
P群の 13.3% . N群の 6.5%がきびしすぎると感じているが・両群の差はあま D高くはない。しかし，






山冬不適応 適応 疑問 言|(そう怠う) (そう恩HJ:い) (と坊とい、えない)
N 群 10 ( 6.5) 132 (81.1) 13 ( 8.0 155 (10.1) 
P 群 2 (l3.3) 8 (534) 5 (33.3) 15 (100.0) 
計 12 ( 1.1) 140 (82.3) 18 ( 1 0.6) 110(10.0)1 
x~= 10.4 9 P< 0.01 df = 2 
- 私の家の人は ・私をかわいがって〈れ*い。(.男女共通)
表 32
:ドを不適応 適応 疑問 言十(をう思う) (そう思t允い) (伐るといえない)
N 若手 8 ( 52) 132 (85.1) 15 ( 9.7) 155 (100.0) 
P 群 3 (200) 8 (53.4) 4 (26.7) 15 (100.1) 
計 1 ( 6.5) 140 (82.3) 19 (! 1.2) 170(100.0) 



















ド建不適応 適応 疑問(そう，!!;.わない) (そう息う) (Hbtt晶、主J~吋
N 群 1 5 (9.7) 113 (72.9) 27 (17.5) 
P 群 7 (46.7) 3 (20.0) 5 (33.3) 
計 22 (12.9) 116 (68.2) 32 (lU) 













ついては .項目 3 {気持ちをわかって〈れない)
不備を感じている。その内容に
• 5 (なんでも文句ないう ) . 7 (きびしすぎる)
-17ー
9 (口をき〈のもいやな人がいる) ，10 (家族間氏争いが多い) • 11 (;かわいがって〈れない) . 14 ( 
家庭はつめた凶)などの内容とほぼ同じであ1 ，それらのものが総合され ，長却期，継続的κ作用する





子疑不適応 適 応 疑問 百十(そう思う) 使う思わな品、 ) (どめとい弐炉、)
N 群 9 ( 5.8) 14 1 (91.0，) 5 ( 3.2) 155(100.0) 
P 群 2 ( 13.3) 10 (65.7) 3 (20.0) 1 5 ( 1 0.0 ) 
計 11 ( 6.5) 151 (88.8 ) 8 ( 4.7) 110 ( 100.0 ) 
x;=l凶2 P<U.OI df = 2 
P群の 13.30/0のものは.口をきくのもいやな人がいる.と訴えている。これだけでは，かならずしも，
高い率ではない。しかし，第2次以降の調査v[よれば疑問応答をして凶るものも，ほとんど大部分がそ
の ようK感じているの陀対し， N群では .そのような傾向はみられ念かった。 ζの項目はU反応{稀反
応)であり ，とのテストの標準化の際の出現率・不適応応答 4駒.疑問応答3.9%位 1)に比べると，相
当，高率であるζ とがわかる。具体的κは.父vc対するものが最も多< ，次いで母 ，きょうだいのj願V亡








下型不適応 適応 疑 問(モう思う) (モう忠姉、) 止もともいえ加)
N 静 9 ( 5.8) 126 (813) 20(12.9) 
P 若手 3 (200) 6 (4QO) 6 ( 40.0) 
計 12 ( 7.1) 132 (17.6) 26( 15.3) 
X~= 13.42 P< U.O1 df = 2 
言十
155 (100.0) 
15 (1 f) U.O) 
110 (100.0) 










N 一群 2 ( 1.3) 
P 群 2( 133) 
言十 4( 2.4) 
適応 疑問
(そう忠わない) (どめともほ広告、)
142(91.6) 11 ( 1.1) 
10(66.1) 3 (20.0) 
152( 89.4) 14( 8.2) 
XO
Z= 12.07 P<ωl df = 2 
言十
155 (100.0) 




















~ 不適応 通 庄、(はい) (いいえ)
N 群 4 ( 2.0 1.14 (93.3) 
P 群 7 (14.6) 38 (79.2) 




7 ( 43) 
3 ( 6.3) 
10(47) 
df = 2 
1 65(100.0) I 
48(100.0) 
















間竺 不適応 適 E、(はい) (いいえ)
N 群 3 ( L9) 1 51 (91.5) 
P 群 6 (12.5) 40 (83.3) 




II ( 6.7) 
2 ( 4.2) 
13 ( li.l) 



























家族のだれかに， IfC (しみをいだいていますか。 c男女共通)
表 39
~ 不適応 適 応 疑 問(はい) (いいえ〉 (民税もいがtい) 計
N 群 1 C 0.回日) 157(95.2) 7 ( 4.3) 165 (10似)
P 群 9 (18B) 38 (792) 1 ( 2.1) 48 (1001) 
言十 10 C 4.7) 195 (91.5) 8 ( 3.8) 213 (100.0) 













裁に対して反抗するととが多いですか。(不適応応答N群41.8%， P群 64.6%) 
・親にか〈しだてするととが多いですか。(不適J心応答N群 6.1%， P群 18.8%) (男女共通)
家で口をき〈気に左れ念いととがたびたびあDますか。














手立と 不適応 適 応、(はい) (いいえ)
N 群 22 (l4.2) 109 (1ω) 
P 群 6(40.0) 5 (33.3) 






28 (I 6.5 ) 
df = 2 
計
155 (100.0) 





















N 群 3 ( ¥.9) 
P 群 5 (33.3) 
言十 8 ( 4.7) 
適 応 疑 問
(いいえ) (ともとも時齢、)
I 12(91.6) 10(6.5) 
8 (53.0 2 (133) 













x;=3195 P<ωl df = 2 
親Vて気がるに相談できますか。 (5%水準で有意)















間51不適 応 適 応 疑 問(はい) (いいえ) (と宅らともほか、) 計
N 群 14 ( 9.1) 126 (81.3) I 5 ( 9.7) 155(100.1) 
P 群 5 (33.3) 5 (333) 5 (333) 15 ( 9ω) 
計 19 ( 112) 131(17.1) 20 (11.8) 170 (100.1) 















間とそ 不適応 適 応(いいえ)(はい)
N 群 21(13.5) 117 (75五)
P 群 7 (46.7) 5 (33.3) 























〉と!!不適応 i遭 応 疑 問(はい) (いいえ) (抗らともほ郎、) 計
N 群 4 ( 2.6) 141 (91.0) 10 ( 6.5) 155 (100.1) 
P 群 2 (133) 8(53.4) 5 (33.3) 15 (10ω) 
言十 6 ( 3.5) 149 (87.6) 15 ( 8.) 170 ( 99.9) 























ド建 不適 応 適応 疑問(そう 思う) (そう思わない)(どちともい幻か)
N 群 10 ( 6.1) 101 (612) 54 (32.7) 
P 群 10(20.8) 19 (39ι} 1 9 (? 9.6) 
言十 20 ( 9.4) 120 (56.3) 73 (34.3) 
r;=lm pく 0.Ql df = 2 
言十

















ド建 不適応 適応(そう思う ) (モう恩わない)
N 群 18 (10.9) 11 (67.3) 
P 若手 14 (29.2) 20 (.11.7) 










































ドを 不適応 適応 疑問(そう怠う) (そう怠わない)(と百ともい幼い)
N 群 4 ( 28) 129 (8お) 22 (1 4.2) 
P 群 2(13.3) 8 (4ω) 7 (46.7) 


















ド冬 不適応 逃応 疑問(そう思う) (そう患わない) (1:唆〉ともはt~、)
N 詳 12 ( 7.1) 135 (87.1) 8 ( 51) 
P 群 2 (13.3) 9 (60.0) 4 (26.7) 
言十 14 (幻) 144 (84.7) 12 ( 7.1) 















ド冬 不適応 適応 疑問(そう思う) (そう思わない)(ともらといえ郎、) 言十
N 群 3 (凶) 141 (91.0) Il( 7.1) 155 (100.0) 
P 群 1 ( 6.7) 8 (5W 6 (40川 15 (100.1) 
計 4 C 2.4) 149(87.6) 7(10.0) 170 (100.0) 
x;=la4 pく 0.01 df = 2 
異性の友だちは，私をきらっている。
表 50
ド建 不適応 適応 疑 問 計(そう思う) (そう恩わない)(段らといえ齢、)
N 群 5 C 3.2) 34 (21.9) 1I 6 (74.3) 155 ( 99.9) 
P 君宇 4 (26.7) 1 C 6.7) 10 (6.7) 15 (100.1) 
計 9 ( 53) 35 (20.6) 126 (74.l) 170 (100.0) 


























戸建 不適応 適応(そう思う) (そう思わない)
N 群 J 1 ( 7J) I 20 (77.0 
P 群 5 (333) 9 (6'0.0) 





1 ( 6.7) 
25 (IU) 
















間建 不適応 適応 疑問(そう思う) (そう息わない)(とちらともほft.い)
N 群 15 ( 9.7) 109(703) 3 1 (20.0) 
P 群 6 (40.0) 2 (133) 7 (46.7) 
言十 21 (12.4) 111 (6日) 38 (2.2-!) 
1~ = 2 1.38 P< ODl df = 2 、
計
155 (100.0) 
15 (100.0) I 














ド号 不適応 適応 疑問(そう思う) (そう恩わない)(とち位もしがよがう
N 群 20(12.9) 94 (60.6) 41 (26.5) 
P 群 6 (40.0) 4 (267) 5 (333) 
計 26 (15.3) 98 (57.6) 46(21.1) 





























表 54 P群では不適応応答 22.9%.疑問
課 不適 応 適 応(はい) (いいえ〉
N 群 15 ( 9.1) 124(15.2) 
P 群 u (22.9) 24 (50.0) 
言十 26(12.2) 148 (69.5) 
r;21175 p = 0.01 
疑 問
{どちとをw>)jJ台、)
26 ( 15.8) 
13 (2 '/.1) 
39 (183) 



















区1不適応 適 』芯 疑 問 計(はい) (いいえ) (と悼とも.~~~台、 )
N 群 5 ( 3.0) 139 (84.2) 21 (12.7) 1 65( 999) 
P 群 7 (1ι6) 3S (72.9) 6 (1 25) 4& (1000) 
言十 12 ( 5.6) 174 (81.6) 21(12.7) 213(999) 




























》宅建 不適応 適 It (はい) (いいえ)
N 群 5 ( 3.2) 137(8&.4) 
P 群 1 ( 6.7) 7 (46.7) 
6 ( 3.5) 144 (84.7) 
z! = 2ω pく 0.01
疑 間
{どもらともほ古川
13 ( 8.4) 
7 (46.7) 
20 (IL8) 
df = 2 
言十














子守 不適応 適 応 疑 問 言十(はい) (いいえ) (どめとも，l.~，)
N 群 21 (13.5) 111 (71.6) 23 (14.8) 155 ( 99.9) 
P 群 5 (33.3) 5 (33.3) 5 (33.3) 15 ( 99.9) 
員十 26 (15.1) 116(68.2) 28 (16.5) 170(100.0) 

















同 不適応 適 応(いいえ) (はい)
N 群 6 ( 3.9) 129 (83.2) 
P 群 2(13.3) 7 (467) 
計 8 ( 47) 136 (80.0 
























¥判 不適応 適 応 疑 問 計(いいえ) (はい) (ともともいえなが)
N 群 15 ( 9.7) 113(72.9) 27 (17.0 m (1000) 
P 群 1 ( 6.7) 5 (33.3) 9 (600) 15 (100.0) 












x;=1492 P< 0.01 df = 2 
集団活動に参加ナるととは，いやでたま bませんか。 (5%水準で有意)
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